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！！！警告！！！ 
 

本製品はクラス 1のレーザ製品に該当します。レーザ光に

よる目の損傷を防止するために、必ず次の注意事項を守っ

てご使用ください。 

 

  ◇光ケーブルや電源ケーブルの装着が完了するまではパ

ネル面のスイッチをＯＮにしないでください。 

 

 ◇ご使用にならないときは、必ず付属のキャップを光コ

ネクタに装着してください。 

 

 ◇光コネクタをのぞき込まないでください。目に損傷を

与えることがあり危険です。 

 

 ◇特に光学機器を用いてレーザ光を直接観察すること

は、たいへん危険ですので、絶対におやめください。 

 

 ◇光ケーブルの反対側からの出射光に対しても、充分に

ご注意ください。 

 

 ◇装置を分解したり、改造した状態で使用しないでくだ

さい。 
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はじめに 
 

 このたびは弊社製品 VL-850GI（以下本機）をお買いあげ頂きまして誠にありがとう

ございます。本機は小型の電気信号－光信号変換器で、次のような特徴を備えていま

す。 

 

・非常に小型、軽量。無変調時にファイバ端面で 0.2 [mW]の CW 光出力。 

（50/125 GI ファイバ、長さ 5[m]使用時。） 

・広い変調周波数帯域。100kHz から 2.5GHz でレスポンス偏差±2[dBe]。 

・光出力端子に FC コネクタを装備。 

 （オプションにより SC コネクタおよび ST コネクタ装着品もあります。） 

・変調入力端子に BNC プラグを装備。スイープジェネレータやファンクションジェネ 

 レータなどの信号出力端子に直接装着して使用可能。 

・電源は付属のレモケーブルを使用し、併用する計測器の電源出力端子から供給 

 可能。※ご注意:すべての計測器に対応することは保証しておりません。 

・別売の O/E コンバータ、PD&PA シリーズ（SPD-4、SPA-4 等）とともに使用する事に

より、光伝送機器の特性評価やオプティカルリンク等、さらに用途が広がります。 

 

 いろいろな光通信機器の開発や検査の現場で、またそのまま光通信用の変換器と

して、必ずお役にたてるものと期待しております。ユーザーズマニュアルをご熟読

の上、正しい方法でご使用になられますようお願い申しあげます。 

 

 

◇本書の内容の一部または全部を無断転載する事を禁止します。 

◇本書の内容に関しましては、予告なしに変更する場合があります。 

◇本製品は、輸出貿易管理令別表 1 の第 9 項(6)貨物等省令第 8 条 1 項八の 

二号の「ロ（四）」で定められている輸出許可品目に該当します。 

日本国外へ輸出される際には輸出許可申請が必要です。経済産業省安全 

保障貿易審査課、または経済産業局において必要な手続きをお願いします。 
 

 

 

Page 2 
 

 

 

パッケージの内容 
 

 箱を開けましたら、最初に付属品がすべて揃っているかご確認ください。 

万一、付属品が不足、破損していた場合には、お手数ですがすぐにお買い求めの

代理店または弊社までご連絡ください。 

 

   ①   ② ③  

   ④  

 

① 本機   ② 電源ケーブル 

③ 補助電源コネクタ ④ ユーザーズマニュアル（本書） 

 

 

◇梱包箱、梱包材は大切に保管し、故障の場合などの再輸送時には必ずオリジ

ナルの梱包箱、梱包材を使用してください。 
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パネル面の説明 

  
① 電源スイッチ 

 本機の電源スイッチです。電源ケーブルや光ケーブルの接続が完了してから

このスイッチを ON にしてください。また、ご使用にならない時は必ずこのスイ

ッチを OFF にしてください。 

 

② 電源入力コネクタ 

 本機へ電源供給を行うコネクタです。付属の電源ケーブルを使用して、併用

する電子計測器に装備されているプローブ用電源と接続してください。または

補助電源コネクタを用いて安定化電源装置等から電源を供給してください。本

機の定格電圧は＋15[V]です。定格を越える電圧の供給は故障の原因となります

のでご注意ください。 

 

③ 光出力コネクタ 

 FC タイプの光出力コネクタです。このコネクタの開口部からレーザ光が出射

されます。オプションとして SC 及び ST タイプのコネクタを装着した製品も用

意されています。ご使用にならない時は必ず付属のキャップを装着してくださ

い。 

 

④ 変調信号入力コネクタ 

変調信号の入力端子です。入力インピーダンスは 50[Ω]です。このコネクタ

に変調信号を入力することにより、100[kHz]から 2.5[GHz]にわたる広い周波数

範囲で光出力に変調をかける事ができます。 
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５、電子計測器側で変調信号のレベルや周波数を調節します。変調信号電圧が大き

すぎると、本機より出力される変調光波形がレーザのしきい値を割り込むように

なり、正しい変調が行われなくなりますので、変調信号電圧は下記の式を満足す

るように調整してください。また、変調信号レベルが右辺の計算値の２倍を越え

ると故障の原因になります。 

 

]/[

][
2][

VmW

mW
pVp

変換感度

ファイバー端出力
変調信号電圧 −  

 

６、併用する計測器に電源出力が無い場合には、付属の補助電源コネクタを使用し 

  市販の安定化電源等から電源を供給してください。電源電圧は＋15[V]±5[%]と

し、100[mA]の電流を十分に供給できる、ノイズやリップルの少ない電源装置を

ご使用ください。 

電源の配線ミスは直接機器の故障の原因となりますので、プラス電源端子（赤

コード）、グランド端子（黒コード）を間違いなく接続してください。マイナ

ス電源端子（青コード）は使用しません。 

 

 
 

７、補助電源コネクタをパネル等に加工して固定する場合の穴あけ寸法は下の 

図を参考にしてください。取り付け用パネル厚さ上限は 5[mm]です。

 

接続のしかた 

 
１、最初に本機を電子計測器の信号出力端子に装着します。計測器側端子が BNC ジャ 

  ックで無い場合には、市販の変換コネクタを使用してください。 

 

２、本機の電源スイッチ OFF を確認し、電源ケーブルを接続します。図に示すように、 

  併用する電子計測器にプローブ用の電源出力端子が用意されている場合には、付 

  属の電源ケーブルでそのまま接続できます。計測器に電源出力が無い場合の接続 

  方法については次のページで説明します。 

 

３、光出力コネクタに光ケーブルを接続します。光出力は無変調時に 50/125 GIファ  

イバを用いた場合にファイバ端面で 0.2[mW]です。PC, SPC, UP, AdPC C のいずれ

かの研磨がされたファイバを使用下さい。APC 研磨品は使用しないで下さい。ファ

イバ端は常にきれいな状態でご使用ください。埃、ゴミなどが入りますと FC レセ

プタクルに装着された戻り光減少用の石英板を汚したり傷を付け故障の原因にな

ることがあります。 

 

４、本機の電源スイッチを ON にします。電源スイッチを ON にしたまま、光ケーブル 

  を取り外すことは避けてください。また、ケーブルの反対側からの出射光にも充 

  分ご注意ください。 

 
 

 

 

本機の仕様 
VL-850GI

・発光素子 VCSEL

・発光波長 850±10[nm]   

・無変調時光出力  ファイバ端面にて 0.2[mW]以上 

     （50/125GI ファイバ、長さ 5[m]使用時） 

  ・光出力コネクタ  FC タイプリセプタクル（JIS F01 型） 

  ・変調入力コネクタ  BNC プラグ、オプションで SMA も可能 

  ・入力インピーダンス 50[Ω] 

  ・変調感度  0.25[mW/V]以上 

  ・変調周波数帯域  100[kHz]から 2.5[GHz] 

  ・周波数特性  上記帯域において±2[dBe]以内（300[kHz]基準） 

  ・定格電源電圧  +15[V]±5[%] 

  ・消費電流  最大 100[mA] 

  ・動作温度範囲  5[℃]から 35[℃] 

  ・保存温度範囲  -20[℃]から 50[℃] 

  ・外形寸法  長さ 60[mm]、幅 41.5[mm]、厚さ 21[mm] 

     （コネクタその他の突起物を含まず） 

    長さ 93[mm]、幅 44[mm]、厚さ 21[mm] 

     （光コネクタキャップ装着時） 

  ・重量   110[g] 

  ・オプション:OP01  SC または、ST タイプ光出力コネクタ装着品 

（本機の仕様は設計変更その他により変更される場合があります。） 
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+15V(RED)  

GND(BLACK)  

Open (BLUE )  
-15V は使用しません。 

お問い合わせ先  株式会社グラビトン 

〒358-0008 埼玉県入間市春日町 1 - 8 - 1 

ＴＥＬ：042-966-0816 FAX：042-966-0817 

”グラビトン”および”GRAVITON”は株式会社グラビトンの登録商標です。 

Copyright 2005 by Graviton Inc. All right reserved. 

Never reproduce or republicate without written permission. 

No.20220902-0
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